ガバナー補佐訪問
幹事　安田智雄
7月31日（金）名古屋東急ホテルにて、加藤久雄ガバナー補佐をお迎えして例会を開催しました。
例会に先立って会長幹事懇談会があり、2760地区より加藤久雄ガバナー補佐、寺尾洋太地区副幹事、大口浩毅地区スタッフ、阿部恵彦分区幹事、当クラブより加藤慶人会長、近藤久詞副会長、大島嘉秋会長エレクト、安田智雄幹事、深谷正典副幹事が出席しました。安田智雄幹事の進行のもと、はじめに加藤慶人会長より今年度のクラブテーマである「和而不同」の説明やクラブ状況を報告いたしました。
質疑応答の後、加藤久雄ガバナー補佐よりご講評をいただきました。名古屋北ロータリークラブは会員数が多く活発に活動しております。本年度は是非RCCの設置を進めていただきたくよろしくお願いいたします。そして今後の名古屋北ロータリークラブの発展に繋げていただきたいというご提言をいただきました。
12時30分より例会を開催し、加藤久雄ガバナー補佐の卓話をいただきました。」ナイジェリア出身のオラインカ・ハキーム・ババロラRI会長の「持続可能なインパクトを生み出そう」の方針のもと、4つの継続的な取り組み（①ポリオ根絶運動②平和推進と対話の促進③会員増強とクラブ体験の充実④インパクトをもたらす奉仕活動）を重要項目とし、詳細な説明を受けました。また、國府谷俊盛ガバナーの「元気で なかよく 楽しく そして高潔に」に関しても詳細な説明をいただきました。
結びになりますが、バタフライエフェクトという言葉があるように私たちの小さな奉仕が将来の大きな社会貢献につながっていくことになりますので、皆さんと共に前向きに取り組んでいく所存でございます。
